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承久の乱 (1221）で佐渡に流されたJI服役：天皇（1197-1242）の著した鎌倉時代の歌学告。それ以前の歌学舎の

集大成とも言うべきもの。伝本も多〈、後世の歌人に与えた影響も大きい。本舎は、日野広光m:の伝をもっ室町
時代の写本。

本担1・はまた、有職故実や古典研究の学者で店長｛＇！：家として知られ、秘主の右鐙を !IJJめた科I村正舜II( 1728～83）の

旧蔵野。 正都没後後嗣がな く 1i：主叶を継 ぐ も のがないことを惜しんだ友人等が務へ！~Jiい出て、門人の鈴木忠点 (1 7

40～81）に神村家を継がせた。しかし、忠良も45オで没したため、約2000点余の蔵書は務に接収され、 l毛リ長滞1倒l
文!rl！のi滋；＇r-となった。
正洋I＼、忠点親子の蔵型・には、本告をはじめ、山崎宗鑑m:「和j失印j詠集」など国文学関係の普ー本が多い。また、
鎌倉 ・室町JUIの三件の 「論語」の写本は・n重本揃いで、このうち元応2年 （1320）写の「論語集解」が重要ー文化
財の指定を受けている。
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5冊 （巻三乙、巻六欠）八雲御抄



－ 展示室－

蓬左文庫と尾張の蔵書家たち

5 .16～ 6 .14 

一名古屋城の文庫から名古屋文庫への歩み一

4 .11～ 5 .13、

7 .11～ 8 .12、

1992. 

ぐ

8 .15～ 9 .13 

遅浩i文庫には、 尾•JMの学者や文化人j主の1i：必 1l：：・、新作が数多く伝わり、当文wの重要な特色とも な っ ています。

これらの蔵11：：や必作賞fiは、尾d長線御文hi!のl時代から名古屋市立の機｜具lとなった現イEまでに、政占に川lえられ、 j釜
Ir：：文 l •Hの 1i：説』 1 ：： を情成してきました ずー成 4 年度！二、1~m1は、注左文l•Hが所泌する！三·mの学おや文化人のl政，！？、比： f1ュ

を 小心に！民ぶし、務主の11：主， 1 ：：、議 l~の文l•H とは〉てな っ た ll!ll1f1i か ら遜左文hl"1 の誠司ーを御紹介します。

初代滞主義I立が、名古屋城内に御文出を創設、 i~：：物の収集をはじめたころ、この尾張には、有名ミ字社や、 J受 11(

が·t?i いた学者逮を除いて、 (io!;; ；作家、学者と呼べる人々はほとんどいませんでした 。 義直は、：生物の収集、制~11 ・1·;

1定などの文教"1・；業を般進しますが、待II文hi!の創設は、名古屋を中心とした江戸時代における学術、文化前動の出
発点を象徴するものであったといえます。

名古屋に学者、 ii'：主；~：： 1まと呼ばれる人々が育ち、全国にもそのr. を知｜ られるようになるのは、 17世紀も米ごろか

らです。その先駅ともいえるのが、天野｛日以 （1661-1733、同学者、随筆「温IJL」で知られる）や背見事手II(16 
73～1761、実証主義の神道学者）で、とくに吉見幸和の膨大ですぐれた1鋭利は有名で、秘は、同家邸内に、1::1!)1を

往て、後II文l!lIに準じた扱いをしたほどです。

•1 • !3<1や日本の古典の収集に熱心であった御文庫に、尾娠の学者の：？；：作や品抵当が・h＇［極的に納 められるようになる
のもこのころからです。 先i£の天~！ f'fri；氏、背見幸利はもちろん、彼らにつづいてE副長の学術、文化を代表した松平

君山 (1697-1783）、川村秀頴 (1718～83）秀線 (1723-92）、 や，，村正郎 (1728～72）忠点 （1740-81）等々の必

占やお作が、 術l文庫の蔵書の中でも丞姿な｛立訟を占めるようになります。その中ても、大i止にまとま って滞lこ1i説
,1：：が納められたf§ijとしては、天lりl元年 （1781）に約2000点の必刊ーが納められた仲村正剣；、忠？lの成川、 Jミ｛栄if-11¥J

ばiに納められたとみられる絵平君山家の政計約1400点があげられます。 1111村家のii:l.i i~：：は、義てi乙のJ心！＇l没後、｜日l家
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）－~·JJ~ f事術l文Joi！における相，，村正郎、 J心 i'l おt’f と恰~1z君山家の蔵，If- 日鉢。 桝l村家のl歳せ：：目録は、文化、文政年IHJ ( 18 

04～29）ばiの作成とされる 「足州定；出前Ii＇：：物目録」の11:1に、 「相l1Hilfi[!lJJ（正発j)) ii'.i:i~：：目録」「令，，村 f, i 九日II （忠i'l)

j立， 1 ：：牟目 S止」 として収録され、 i副主に正i'W、 ，·，！.~i'lの脱出が務に納められるに至った担fl末が記されている。

一万、十公平芋1山家の1i：主.1n=1uは 「御llllJiil'lli作物目録一君山本一」 として 1IIサにまとめられたもの。まl山の，，；お，1：：が

献納されたと椛定される天保年Ill!(1830-44）引の自鈷て・，~H山の－（－＇i'ftUI 、係南山の；；品， 1：：ーも含まれていたようだ。

なお、これらの目鈷から、御文Joi(においては、彼らの政占が1111説、1::5;1]に配架され竹耳I!されていたことを知lるこ

とができる。
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が断絶、政Nの継承者が絶えたため務に按収、術l文庫に納められることとなったものであり、松平家の政11：：・の場
合は、同家に君山の学統を紺＇＊するものが絶えたことによる献納と推定されます。この他制者内藤束前 (1727～

88）の急死により、生前の友人が未完状態の 「必州雄志」（東南向箔の絵入りの尾娠の地誌、時物志）を100巻100

illJ-にまとめて献納した例や、代々泌学者として滞に仕え、中村判斎 (1719～99）を出した中村家では、｝，＇（；永 4年

(185 1 ） 、~！'/)j詩の iflli-&i去をはじめ山崎｜甘l斎学派の未完の論析を 「道学資講」 400巻にまとめ献納しています。

当H寺の御文/!IIの収集が、続ブJによる↑！？報の手：催、管理ひいては必.t11iという意味をも っていたことは当然て”すが、

優れた学者のi偽記ーや著作を一折して保存して、そのi枚j生をl幼ぎ、結果：尾艇の学術文化をよりよい状態て’後世uこ伝
えることとなったことは評filliすべきでしょう 。球主の日転手！を主流とした御文庫ですが、江戸後期！には、尾必の：学

者i主のjj:it {I：：が重要な一草II を•＇＇めることとなりました。

~·~末期、御文庫には約 6 万illJ-の ii:誕百があ っ たといわれていますが、明治維新をへて明治 5 年 (1892 ),ii制作の払

い下げが行われ、倒l文/olI自lj設のJH症とな っ た駿河御議本 （家1,J~の j立品として必 1(1：が，；実り受けた .， 1：：物、約3000 1111- て＼

i'l if( ,1；姉iい）を合め多くの必，1：：がilrUI＼することとなりました。制l村寄託や松‘｜ι雪誌なと’のIi；主占ーもこの時にifiUI＼したも

のが少なからずあ っ たようです。 残された必，1：：は、尾仮徳川家の，，·，説， • r- として同家の邸内に所Iみされていましたが、

l~J iflも半ばをすぎるころから、また新しい此，！？併が加わる公述が生まれはじめました。その契機となったのは、

1り lif1 40年代から I.El の主導ではじま っ た 「 ~:II'新史料~l~~ 」 の’1·；~であり、また、ほぽ同 II寺 WIに資料収集ijf;!fi}Jに入 っ

た 「才I1111~. di !l：」制裂が業も少なからず；必科を与えたようです。

尾•Jlk徳川家では 、 こうした状況に呼応して明治の末ごろから「徳川家維新史編纂所」を設け、大正年｜日jにかけ

て地必滞の必末、維新JUIの資料の探訪jをはじめました。 この結来、 ii:it {1！：を同家に献納する 11:1 尾 •Jl~滞士の家もあり

また、尾仮徳川家自身が、市場に山まわった旧務土の蔵書や資料をHt極的に購入したものもあったようです。詩作
の耳l臣大ill寺家の用人を！l.)Jめた水型I’正｛号、正述税子の幕末の世占IIの記録をはじめとする約750110-の写本や、大fi'
「金城温肯鈷」 （名古屋城の各店IIについての詳細IIな記録）の編者奥村利義、定親子の集めた写本やl;Lf,・::i約 170JIU-

なと’が必，1：：に）Jllわったのはこの頃です。
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T-111卜ーJJl攻

1倒l秘：l：：之内よリ御fj'［之分；1：：抜f1I

御fj'[り出物ih'l取：1::

lりlif; 5 if三 (1872 ） のl法， 1 ::w寝耳llの｜；祭の EIH と 'tl:：物飢りせ？である 。 尾~l~務の必i.！｝の経理llは、払い下げと

いう 形で、市場に出されたものもあ っ たが、この資料が示すように永年飢けという If~で、家臣に下げ

ii主されたものもあったよ うである。とくに、この目録にぬげられているのは、武道や礼法などに｜刻す

るもので、もともとれ々の流派を伝える家々が｜英l係して務l!lfに納められたものであったところから終
.Ellの｜療には名々 の家に下げ波されたのであろう。また、このH寺に終息されたものの中には、後に溢左

文wに寄JI刊され、王ILイl：当文1・巨に伝わっているものもある。
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一方、尾猿徳川家の蔵書・が、経左文!!I！と命名されたのもちょうどこのl説、大正初年のことです。．ついでH?:Hll6年

( 1931)、同家は本給的文庫の公開を目ざして財団法人徳川猿明会を設立、これによって、同7年に鈴木信吉旧蔵書ー

Ur松＆~u家政·；1n 約200.r.＇！：、尾崎良長1111l政，1：：約2000点、同8年には、＇＇＂村 fl多lnii：批判約2000.r.'.i.とさらにm肢の小さ
いものも含め尾必縞ゆかりの必門家たちのl；主力がつぎつき’と加わることとなりました。しかも、明治の米以降｝Jll

わった1i：主計ーの中には、明治5年の払い出しによって流出した足仮滞の11311＇長一；1：：が含まれていることも多かったのです。

こうして昭和10年、東京目自の尾張徳川家正II内に遜左文庫は附館し、蔵書の公l~Mがはじまりました。 しかし第

二次世界大戦のJ&!i成をへて、 Ii：主；~：：・の散逸はまぬがれたものの昭和25年には、 i盗左文庫はM団から名古屋市へ淡波

されることとなり、昭和26年からは、名古屋市蓬左文庫として活動が開始されました。市立の機関となってから

も、幕末の尾娠の国学者山回千坊の旧蔵書、代々礼法をもって？？普に仕えた小笠家の伝昔、津島の旧家で、現・1!田知l

之などの文化人を出した羽田家の蔵誌など、新しく尾娠務士や文化人の磯首ーが加わっています。さらに、尾崎久

弥コレクション、小酒井不木文庫など近代の名古屋の蔵書家のものも加えられており、すでに現在では所蔵資料

10万点の内、名古屋市移住.j去の蔵告が3万点を越えています。

初代尾娠務主義直が、父家康から譲り受けた駿河御談本300011仕を基礎に街l文庫を創設してから 370年余、務主

の文J!l！として尾娠に学術文化の般をまいた政由ー鮮は、その結裂として多くの学者、文化人の蔵野をl吸収発展し、

今日の溢在文1•1"1にいたっています。 注Jr.文！•Itの命名は、法Jr.械 （f, ,,, }qi域）の，，.，にriJr泌されていた占物を伝える

文＇＇＂という芯；l床に Jil 米しますが、注l1二文＂＂は、 f,r11~ を中心とする！毛似の学術文化の足跡を象徴するまさしく法

左文1•1t ( r, ,11版文Joi！）へのi立を歩んできたと吉えるのではないでしょうか。

* 5 ～ 6 ページに掲げた「注Ir.・文 Joli.の必 ， 1~ を情l点する Lt•）！｛の！縦 ， 1r-家、 ’下t1ーの 11：主， ！？ー＇~1( 1）」および、「向l説」 は、

Ht1f1iの目II合｜二、今凶は、明治初！日ll:J'iまでに収保された必.1:=1nで、あるf，＼）立点数がま とまって入lollしたむのだけ

に｜決らせていただきました。 これ以外にも、当文t•Hには多くのl出uの’y：者、文化人の1i説。 1 ：：が所泌されており、

1:11,i己む数多く見られます。これらについては、次号以降に機会を比つけてWU11¥し、御利介させていただきます。
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11<. 型j二ム六万ニテぷ~ft ノ 。 1nm 目 H

ll~j 治年 I ill の米に設立さ れた、徳川家手Iii新史制~fリ？の収集資料 l司 H と、大正 2 年に行われた水針乙千1

*( （ 水野正伝の f-係）の資料部tlfi'の I＇~その｜当鈷。 この ・J·~業は節目代当主徳川義説（ 1886 ～ 1976 ）が明治44

年（1911）、東京大学史学科卒業後まもなく着手したもので、同年に設立され、文部省内に事務局を世

いた r~It新史料制築会」の卒業に呼応するものであったと忠われる。この目録には、旧尾仮滞士とみ

られる資料所蔵者の他、史料編纂所の前身史料相~~ゆや、キIf'新史料編纂局の名も見える。一方、水野

家の調査は、この維新史料w:~卒業の一環として行われたもので、目録に記された蔵沓は調査後まも

なく尾張徳川家に納められ、現主正当文1.ilf施。

なお、徳川家主II~新史編纂所が収集および編纂した資料も、現在当文庫に所蔵されている 。
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j詮左文庫のJ哉書を梢成する尾張の蔵書家 ・学者の蔵書（1)

ii:lt 詣家名 服 歴 等 蔵書内容、点数、入庫H寺JU］等
印番
諮号

ii!:松i克矩（1696～1778) ll.lJ代務主吉通に小姓として近侍した茂 J克矩の著作を中心に約200点余。昭和7 (1) 

他 矩以来、長沼I来事学を家学として代々箪 年尾張徳川家の家令鈴木信吉氏の手をへ (2) 

学をもって仕える。茂矩の孫矩弘は勤皇 て納められた。さらに昭和59年には、近

家としてもま~I られる。 松家から •p：学免状など 6 点が寄Jl泊。

松平君山（1697-1783) 君山は、江戸中JU］、尾娠の学会の中心 i英主！？中心。内谷は多義にわたり、君山 (3) 

在山(1718-82) 人物。初Jの官撲J也誌「5則。卜｜府志」、務士の の著作および尾張関係の著作も含まれる。
南山（1744～1832) 系ft\目zよ~「士林i1Fim1」などを編纂。君山、 務の御文庫への入！！IIは、南山の没後、 天

南山ともに律JI｛！｝物奉行を ~）める。 保年間（1830-44）か。当H寺の目録記1J，虫

点数は約1400点、現政はが~ 5分の1程度。

中村厚斎（1711～79) 代々尾11~務士、淡学者。とくに習粛は、 来永4年習粛を中心とした｜甘l粛学派の (4) 

君主3斎（1719-99) l!tl斎派の学者としてすぐれ、家塾を1.mき、 米｜刊の論fj,':jを習斎がまとめた道学資講400

直斎（1756-1839) 務主への講義も行なった。また修は、 oi¥ 巻を献納。現在も当文庫歳。代々の蔵告： (12) 

r 得競 末に ~）皇家として活協後、明治22年、初 は、昭和8年、当H寺の徳川家UJJ会へ寄Jl(')

イl多（1843～1915) 代名古屋市長を勤める。 され、中村修旧政m＝として約2000点が斑銭。

奥村元UW11s～93) 尾リ長百年下級武士。 1~！＇義がr.rt-1屋城の剥 万延元年、 「金城温古録」全64巻の内 (16) 

得義(1793～1861) ヂtを命ぜられたのを機に名古屋城につい 31巻を献納。さらに前後して数十点の収

定（1835-1918) ての記録「金減iin~古銭」の執筆にとり組 集した記録が納入された脱線。残りの蔵 。I)
む。このために収集された政担ーが数百冊 m＝・は、定氏没後散逸、一宮IIが大正から昭
をこえた。定氏は名占屋市史編纂にも参 手口の初めに尾張徳川家政となる。現在約

Jm。 230点が当文Ill！成。

坊！＼[I知l之（1719～97) W！；仰，，社洞＇！＇＼°の ifilれを汲む旧家。六世 国学、手[J秋、俳諸に｜刻するものを中心 4町

他 知l之は、匡l学はじめ、制欲、俳詣その他 に約1500点、大半は知l之の縦者もしくは

諸芸にi凶じ、文人として知lられた。 その士（tになる写本。昭和57年寄託。

布，，村正蹴（1728～72) 「It令、イT職M.t:Jf研究の学者。.LE持JIは、 忠点没後、 天砂I5C年、歴史、律令、布 (13) 
忠w(1740～81) 八代rl時主：iミII存のイl'ftを切jめる。込L！＇＼は正 験放笑を中心、に約2000点余が務に接収、

制の川人、』uw没後特f§ljにより主主 fとな 御文庫践となる。約5分のlが現政。城 (15) 
る。 絵図、匡｜絵図など数百枚におよぶ絵図の

コレクションをも含む。

小笠原因州(1761-95) 故実礼法をもって代々尾張務に仕える。 小笠原流の伝告を中心に、職務上の勤

国雄(1784～1820)安永 9 ~三、五代目国輔の時に滞主宗l箆の 昔、 :r~：＝~犬など含め5000点、昭和46年寄JI（＇） 。

匡｜軌（ 一1849) 命により江戸の小笠原兵衛家へ入門、以
他 後代々小笠原流の伝；~：：を刊写して持ちfolる 。

7K!lli'正信(1805-69) 尾張務重臣大道寺家の用人。幕末の世 幕末の世間の記録「背窓紀l!fJ」204illt，外 ~2) 

正遠(1835～1900) 札lや、外国情報にかかわる 500怖を越え 図、海llJJI刻係の著作をJRめた「背出，IJi設；~r-」

るii':lt笠：＝を残している。 103il甘をはじめ約770点余。大正3年頃、 ~4) 

入Ill！。現::(f.にいたる。

山悶千鴫（1811～76) 千S).fは、 l毛リ長r栴 I：で1=1＇］学者、 lりIf命’：：；，：H三｜ 歴史担？などの蔵在、自主(I:稲本など約 凶

I宣臣 学助教J支比例、その子l在l更も学布、；？＂， 111 260点。昭和37年寄託。 。。
屋市史制~~にたずさわる 。

尾崎良知（1840-1901) 卜JILJ代維主lむi存のmmとして必末助，1iL 大昔JIなl！見絡が中心。約2000点、明治初 。ヵ
WJにj古制。のち宇色をImいてf；語学者・のj丘に 年の尾張務払出し本を含む他、イ也家の旧 ~8) 

専念する。徳川家顧問。 蔵書を数多く含む。昭和7年寄贈。

五l味末吉家 代々尾日長務の武家古文笑方を勤めた。末 武具、 jj目的！など武家欣実に｜刻する蔵；~：： 。。
吉氏自身は、尾張徳川家家職、 のち繁明 約420点。 l明治初年に尾恨務から -t.l.• 、出さ

会常務理事を兼務。 れた ~l：＝物をも含む。 lli':l初 7 、 8 年頃寄II位 。

肯 「綿Ill文lill政占目HJ（名古屋市立E左文庫干lj)参!R¥
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出版物 ー 覧

名古屋市遜左文庫淡籍分ml目録（s .50年干lj) 3,500円
名古屋市遜左文庫凶合分'U［目録（s目51年干IJ) 4, 000円
名古屋市在左文庫古文書古絵図目録（同 ） 2,500円

尾崎久弥コレクション目録第一～三集 各 1,500円

名古屋被岱（正編）索引 ・総目録（s. 53年干IJ) 2,000円
名古屋鍛岱総制索引（s .47年flj) 700円

名古屋叢お統制総目録（s .44年干lj)
善本解題図録第一～三集（s . 55年再i坂）

400円

各 300円

蓬左文庫 .i原氏物語図録（s. 53年干lj) 300 円

蓬左文庫所蔵古地図複製 No.1～No.15( S .55～61年刊）

各 1,800円

I. J,(,J(.ft, 111 Mi図

3名古屋図

5～15.尾11i志付図

2.Lt!:・J+I名古出御城下之図

4 .t邑 11~八 /ill図

5. ！副長図 6愛Wln>W: 7.愛抑制lilG 8点目－n:m;
9. n・多m;JO.然m11.H*1m; 12.iutJ111m 
13. 7毎函im 14. qq;:;1m 1s. ~長栄町i

御本印型書鎮（s .58年製）
堀田文庫蔵書目録（s .58年刊）
蓬左文庫絵葉書＜ 8枚組〉（同）

蓬左文庫図録（同）

蟹江慶次郎旧殖医書目録（s . 62年刊）

1,000円

500円

300円

1,500円

500円

名古屋筆書三編全19巻20冊（s .56～63年刊）各3,000円
1 尾11i徳川家系』飛

2. Iお得世J己 lニ
3 I言l 下

4.士林i!f.i回統制

5 . I副長年小行＇ ）＇；絵妙上

6. I司·~＇
7 . If.］下

8. 1長1+Ji!三 rJ • 行・1·；紗 ・ 尾鋭｛谷諺 ・ 尾d民主遊』~

9. ｛公主話料情 （妙） 上

JO. I百］下

II. ~f.J :i'(!: i位 十世n:lild1t言

12. 1¥のi商滞家雑談 ・家4雑識
13.天保会記長生、や；

14.金lりIH

15. ）毛必j}fj'・水かはり ・1良越1'i言it・・1;{,lfl:てi誕のわ1}ifll・維
i計f.lf｛解 ・｛谷語弁

16.検jj：也布全集上 （発'i1J・和歌編）

rj・1 （俳文 ・俳論例話制）

下（1)(j!J!句・ i集詩文制）

17目 ｜百1
18. (1) liiJ 

18. (2） 同 下（2）（狂歌談義・伝記資料・追加・参A号制）

1 9. 物，.，－，•，J後r.・物1¥"l..fi'&名拾遺・本1；；.会物品目tH持西本1江名疏
名古屋益書三編総目録・索引（トi. 2年刊） 3,000円

女以上の出版物l立、本文lilI4~務室において頒布しています。

郵送司令盟の方は郵送料が必裂ですので、お！日］い合わせ下

さい。（ただし、;t;J也凶絞製は郵送不可）

I> I> b 利用ご案内 寸寸寸

I>開館時間 午前911寺30分～午後5時

I>休 館 日 毎月ll/1；日・第3金眼目 （館内監理日 ）

／日目Ii:にillなる場合は日目Ml羽館、｝！火休館1
祝日 ｜ ｜ l月8/1: II 月・火休館 I 

Fす文

干461名古屋市東区徳川町1001番地

ft (052) 935-2173 

名鍔、パス「2ドj也ケlfi()j'1ftlJ行
特別総連U~J間

（一ら） di但「ドl
〈栄 か ら） diパス~コ「引 lli J r !'I白ヶ丘J /" 

年末年始 (12月28日～ 1月4日）
「 ~r;~·r,1F. J1l1 J fi ¥ 

「新／ I\米」 下 • Ii 、従Jj主 4 分

I>閲 覧 館内に限り、館外nし出しはいたしません。

I>展 示 随時j滋舎の一昔IIを展示

（特別展を｜徐き入場無料）

I>復写サービス 保存上杉科のないものについて複写

サービス （マイクロフィルム利用他）

を刊す。ご刺iの上、こ相談下 三ヨ

さい。
i；~ れ，• ， 胤f(

－一一一一一「

亡
~1; n111 -, 1正r-附 lll/"1

Iii・r，、ス f,IAハス
r析出来J

「蓬左」第47号 食平成4年 4月11日発行会編集 ・発行 ：名古屋市遜左文庫（東区徳川町1001番地）

女無料 会不定~~J刊行会印刷l ： 大同印刷株式会社 （東区泉 2 -3 -18) 
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